
古
訓
三
題

「轍
カ
タ
ヒ
ラ
・
依
ヨ
ス
キ
・
逮
ウ」

資
料
一

【
帳
カ
タ
ヒ
ラー

昔
し‘
閻
浮
提の
中に
有レ（り）さ
王。

名t

婆疑婆と（いひ
4
g。
爾
時、
有＿―-り）8

婆
羅
門の
菩
良。

名
をU
泳
謹
庶と（いひ8)。
是レ
国
王の
師として、
教T（へ）
4エに

作二る

転輪
聖
王ー
と
法上を。
敢

羅摩ィ
財
官
元
祉
t2

珍宝
具
足せ，。
作―-
t

栓
思
惟ー
を、
「
人ィ
訊レ-
g‘
我を
為レす
貨と。

財
宮
元
位なり。
饒ーー
益
g
gと

衆
生ー
を、
今
正
C)
（
是の
時なり。
応ーー
当（にぶ
大(8に伝
施
f,）ぺ
し
（と）。
…
…。」

：；・・
八
万
四
千の
車
を、
皆
以二て
金
銀・
湘
璃・

頗梨の
宝ー
を
飾り、
覆フ
に
以ニ

＊

 

て
し盆
師
子
虎
豹＂
之
皮
l

を°
若（
しは）
白
般・
婆
羅（
の）
宝
柁・
雑
防を
（も）て
以
為二

りよ壮
厳
f

と。
（
石
山
寺
本
大
智
度
論
平
安
初
期
点
（
第
三
種
点）

―
―

20
/
5
ー
20)
「
牲」
の
右
に
「
干
反
」

ら
し
き
音
注
あ
れ
ど、

不
確
実。

左
に
「
カ
タ
ヒ
ラ」
の
訓
あ
り。

「白

般」
を、
『
大
正
新
脩

大蔵
経」、

大

束
出
版
社
の
『
国
訳一
切
経」
に
は
「

白剣
」

に
作
る。

「大
漠
和
辞
典」
経

音

義未詳、
糟
に
同
じ。

『
日
本
国
籍

大辞典j

か
た
ぴ
ら
[
帷
子
ご
名
M
あ
わ
せ
の
「
片
ひ
ら」
の
意o)

①
几
帳
（
き
ち
ょ
う）、
御
帳
（
み
ち
ょ
う）、

墜
代
（
か
ぺ
し
ろ）

な
ど
に
用

い
て、
へ
だ
て
と
す
る
た
れ
布。
夏
は
生
絹（
す
ず
し）、
冬
は
練
絹（
ね
り
ぎ
ぬ）

を
用
い
る。
壱
紀，
大
化
二
年一二
月
（
北
野
本
謂）
「
其
の
葬
ら
む
時
の
帷
（
カ

タ
と
ラ）
級
（
か
た
し
ろ）
等
は
白
布
を
用
ゐ
よ」・
十
牲
本

和名
抄，
六
「
帷

釈
名
云
帷
＾
音
維

和
名

加
太
比
良
＞
囲
也、
以
自
ぽ
囲
也。」・
源
氏'

若
紫
「
御
几
帳
の
か
た
ぴ
ら
引
き
下
し、
お
ま
し
な
ど
た
だ

引き
繕
ふ
ば
か
り

に
て
あ
れ
ば
J

.

栄
花，
初
花

「栂
几
帳
の
か
た
び
ら
掛
け
か
へ、
御
鏡
な
ど
持

て

騒ぎ
参
る
程」

資
料
二
【
依
ヨ
ス
キ】

醤（へ）ば
如乙
シ‘
大
月
氏
弗
迦
羅
城（
の）
中に
有二り一
(n)の
登
師ー。

名1
-〈
つく）
干

那ー
と。
到二（
り）て
東
方の
多
刹
施
羅
国
五、エ
が，

ょ呪
＋
二
年し
て‘

即ーーツ
舟

両の
金一
を。
持｛ら）
て
還＿一る
本
国
玉。
於ー一
弗
迫
騒
城の
中
五、
開――一（さ）て
打レ（ち
て）

男作＝す（
を）
大
会
声ー
を、
往（
さ）
て
見＿一ぷ
衆＇
僧ー
を、
信・
心
消
浄に
（なりぬ）。
即（ら）

問～―
は（
維
那ー
を、
「
此＂
愈
中に
幾
許の
物を（も
そヵ
得レペ
＆・と
作――
ること一
日"

食ー
を。」
維
那
答（へ
て＿
曰（は
（）、
「
舟
両（
の）
金
主し）

ぶ足レ
り
も・
と）
得一
沼
一

日の
食ー
を。」
即
（らー
以――一てー
所
有
孟川
両の
金ー
を
附t-
t)
て
維
那
咋、
「
為レ（に）

大

に
つ
い
て

坪

併

治

-1-



．

包
作――レ一
日の
食—
を。
我レ
明
日に
当（に
五＾む。」
といひ
品＝レくして
手を
而
帰る。

其の
婦
問(0)ぷ
曰(11)
V、
「
十
二
年
作しては、
得ーー（つ）る（と〉
何｛の）
等き
物ー
を力
0」

答-へ
王
亘は()、
「
我（れ）
得ーーたり
i

二
十
商の
金
l

を
0」
訓（ら）
問（
どく、
「
州
両＂

金は
今
在ーーる
何の
所ー
にヵ。」

答（へ
て
云口（は（）、
「
巳に
在二（り）て
福
田の
中
咋

種．しツ・と。」
婦の
言｛ひ
てくヽ
「
何
ぶ
砿
田ぞ・と。」
答（へ
て）
言（はく）、
「
施――

与するなり
衆
僧
五。」
婦
便【ら）
紺二（り）て
其の
夫ー
を、

送レ（り）て
官に
治
」
"-
g

罪を
断
冷）し（し）
事
t

大
官
問uv、
「
以ー一（て）の
何
事ー
を
故
で
そ・と。」
婦の
言（は）＜ヽ

「
翌
夫
狂
痕にして‘
十
二
年に
作レ｛り）
ぷ
得――るしのを
舟
両の
金-
g、

不ーーーして

憐
哀（せ）
婦
児ー
を、
尽v
以（て）
与レ｛へ〉て
他に、
人の

い[とせりo
如二v
官
馴
の

諏（ら）
縛（り）て
送-り）
来（れり）と。」
大
官
問ーー〈ひ〉しく
究
夫ー
を、
「
汝11
何ーを）
以（て）カ

不――
f‘
供
玉g（せ）
婦
児
i

を‘
乃
以
与レ（へ）し
とい

ぷ咤。」
答
Uて
晉I（ひ
tv、
「
我[n)

先
世に．
レして
行
t

-

-せ）
功
徳ー
を、
今
世に
貧
窮し、
受二v
諸（の玉
辛
苦ー
を。
今
世に

平

亙ひ）て
福
田ー
に、

若（し）
和
％
種レ〈ゑ）
福を、

後
世によ
復｛た）
貧に
g
t。

貧
相
続（して）、
元
l

-（（ある）ぺし
得レる
[

•

Jと〕
脱（＆る）こと
団。
我レ
今
欲
岩5IC
捨ーー（て

g貸
窮
l

を、
以レ（ての）
是（を）
故
-
10
)、

尽v
以レて
金
を

施ーーせり｛とる
衆
僧
l

に。」

大
官
「
是の
憂
婆
塞は
信レすること
仏
＄円
浄なり」
とおもひて、
聞
1

lさ
是
(
C
)

語ー
を
已

す）て、
讃(
gl
言（ひ）しく、
「
是をは
為ーーす
甚（た）
難ー（
し）と。
懃
苦（し）て
得（た）る
此＂

少
物を、
尽v
以
で〉
施レせり
僧に。
汝は
是（れ）
普
人なり」．とい
g、
即（ち）
脱――さ
身＂

楔
絡ー
を、
及
所
乗の
馬、

井（せて〉一
の
緊
落を（し）て
以
施ーー（し）さ
貧
人ー
に。
（
石

．
山
寺
本
大
智
度
論
平
安
初
期
点（
第
三
植
点）
―
-

18
／
6
1
25)「
人
依」

の
「
依」
に
ョ
ス
キ
の
訓
あ
り。
「
ヱ
カ
キ
ッ
ク
シ」
の
シ、「
種」
の
訊
「
タ

ナ
ハ
ヱ」
不
確
実。

「
説
文」

速、
庖
逮、
及
也。

『
日
本
国
語
大
辞
典」

よ
す
ぎ
一
世
過】
〔
名〕
世
渡
り
を
し
て
行
く
こ
と。

世
渡
り。
生
活。
口
す
ぎ。
＊
俳
節·
う
た
た
ね
(
l
6
9
4)
「
相
店
は
世
過

の
父
母
よ
阿
隣」
＊
歌
鐸
伎•
四
天
王
楓
江
戸
粧
1
8
0
4)
二
番
目
「
大
家

も
知
ら
ね
え
顔
で、
何
も
世
過
（
ヨ
ス）
ぎ
だ
か
ら
黙
っ
て
ゐ
れ
ば、
家
主
を

い
か
さ
ま
に
か
け
る
の
だ
な」
＊
滑
稽
本・
浮
世
床
ニ・
下
「
金
銭
に
か
か
は

る
が
世
の
習
俗、
僧
俗
と
も
に
身
過、
世
過
（
ヨ
ス
ギ）
さ」

「
大
漢
和
辞
典」

依
イエ

El
①
よ
る。
も
た
れ
る。
②
た
の
む。
た
よ
る。

③
た
も
つ。
④
た
す
け
る。
⑤
い
つ
く
し
む。
⑥
な
ぞ
ら
へ
る。
⑦
禄。
〔
方
哲、

十
三〕
依、
禄
也。
⑧
木
の
茂
っ
た
さ
ま。
⑨
物
の
さ
ま。
⑩
従
ふ。
⑪
姓。

⑫
承
知
す
る。
よ
ろ
こ
ぶ。

同市）
や
す
い。
や
す
ん
ず
る。
②
弓
の
つ
る
ま
き。

つ
る
ま
と
ひ。
③
堂
上
の
戸
と
濶
と
の
間、
又、
天
子
の
御
座
の
後
に
立
て
る

屏
風。
④
た
と
へ
る。
さ
と
す。

資
料
三
＿
逮
ウ】

我
某
甲
受
l

行
0
石とシて
八
戒ー
を‘
随（ひ）て
学二するを
諸
仏の
法ー
を

名（つ＂〉ぷ
為ニ

ふ
布
翠
と。
願下（ふ）ぺし
持ニッ
是の
布
薩
1

を
福
報
を

令、
生
生に
不レ
堕ーー（らニ
ニ

じ

悪
八
難
五。
我（し）
亦(Ia〉
不上レと
求二（め）
転
輪
聖
王・
梵
釈
天
玉の
世
界の
之

翠
を。
願下（ふ）ぺ
し
諸の
煩
悩を
尽
てし
そ‘

園一て
薩
婆
若
1

を、
成中
就（せ）むと〔す

ること）
仏
道上。
（
石
山
寺
本
大
智
度
論
平
安
初
期
点
（
第
三
種
点）

19
/
9
i
13)
「
逮
J

の
右
下
に
「
得衣」
を
白
害
す。

-2-



本
論 「

高
山
寺
本
筆
隷
万
象名
義」

観
智
院
本

E菜ホ
名
義
抄」

逮
9ヽ

野
口
恒
頂
編．
「字
競
集」

逮
ウ

ヨ
ホ
ス
バ
イ
タ
ル
．．
．．
．

「
大
漠
和
辞
典」
遠，f．
9ィ
①
お
よ
ぶ。
「
説
文」
迅、
唐
逮、
及也。
②
あ

づ
か
る。
く
み
す
る。
③
お
ふ。
④
と
らへ
る。
⑤
お
く
る。

逮、
遠
戟
反、
及・
輿·
限

7
 

ヲ
ヨ
ホ
ス、
イ
タ
叱
ゥ、
ユ
ク、
コ
ホ
ル、

•

エ
タ
リ、
コ
ホ
ス、
ユ
ク、
ヲ
ヨ
プ、
オ

古
問
三
題
と
し
て、
「
帖
カ
タ
ヒ
ラ・・
依
ヨ
ス
ギ・
遠
ウ
J

の
三
つ
を
取

り
上
げ
た
が、
こ
の
三
栢
を
纏
め
て、
よ

り大
き
な
問
題
の
解
明
に
寄
与
し

よヽ

？
甘
ふ
意
図
は
な
く、
「
石
山
寺

本大
智
度
論」
の
古
点
を
読
ん
で
居

る
間
に、
た
ま
た
ま
気
が
つ
い
た
も
の
を
取
り
上
げ
た
の
に
過
ぎ
な
い。

転
力
9
ヒ
9

ま
づ
「
杞
カ
タ
ヒ
ラ」
に
つ
い
て
説
明
す
る。
こ
の
文
字
は
見
憫
れ
な
い

漢
字
で、
「
大
漢
和
辞

典l
に
も、
「
音
義
未
詳」
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

が、
私
は、
石
山
寺
本
「
大
智
度
論
」

第三
種
点
に、
カ
タ
ヒ
ラ
と
読
ん
だ

例
を
見
つ

けた。
資
科一
の
五
行
目
に、

八
淡
四
千
の
車
を、
皆
金
銀・
瑠
璃．
頗
梨
の
宝
を
以
っ
て
釣
り、
覆

ふ
に
師
子・

虎約
の
皮
を
以
っ
て
し
き。
若
し
は、
白
般（
ピ
ャ
ク
レ
ン）．

婆
羅
の
宝柁・
雑
筋
を
も
て
荘
朕
と
せ
り
き。

と
あ
る
「
宝
転」
（
＊
ウ
ケ
ン）
の
「
軽」
に、
カ
タ
ヒ
ラ
の
訳が
付
い
て

ゐ
る
の
で
あ
る。
こ
こ
は、
車
の
目
ね
し
兼
装
錨
の
為
に
垂
ら
す
都
の
こ
と

を
酋
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で、
獅
子
や
虎
や
約
の
皮
で
覆
ひ
を
し
た
上
に、
「白

設
（
ピ
ャ
ク
レ
ン）．
婆
羅
の
宝
転・
雑
筋
を
も
っ
て
釣
り
た
て
た」
と
言

ふ
の
で
あ
る。
た
だ
し、
「

白殷
（
ビ
ャ
ク
レ
ン）」
も
「
婆
羅」
も、
私
は

何
か
知
ら
な
い。

依mスギ

次
に、
「
依:スギ」
に
つ
い
て
説
明
す
る。

資料
二
の
十
二
行
目
にへ

我
ガ
夫
狂
擬
に
し
て
十
二
年
に
三
十
両
の
金
を
得
る
も
の
を
作
り
て、

婦児
に

憐愁
（
せ）
不
し
て、

尽く
以
て
他
に
与
（へ）
て、
人
の
依日ス＊

と
せ
り。

と
あ
る
「
依」
に
ヨ
ス
キ
の
間
が
つ
い
て
ゐ
る。
ヨ
ス
ギ
を、
「
日
本
国
栢

大
辞
典」
に、
「
世
渡
り
し
て
行
く
こ
と。
世
渡
り。
生
活。」
と
説
い
て
ゐ

る
が、
こ
こ
で
は、
「
生
活
の
も
と
で、
生
活
費」
の
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て

ゐ
る。
な
ほ、
「
日
本
国
語
大
辞
典
j

に
は、
ヨ
ス
ギ
の
例
と
し
て、
江
戸

時
代
の
も
の
し
か
挙
げ
て
ゐ
な
い
が、
本例
に
よ
っ
て、
も
っ
と
早
く、
平

安
初
期
か
ら、
し
か
も、
学
者
や
僧
侶
の
や
う
な、
上
流
階
級
の
人
た
ち
の

間
で
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た。

三

速ゥ
「
逮ゥ」
に
つ
い
て、
説
明
す
る。

質料
三
の
三
行
目
に、

諸
の
煩
悩
を
尽
く
し
て、
薩

婆若
を
遠
て、
仏
道
成
就
せ
む
と
願
ふ
べ

-3-



と
あ
る「
逮」
の
字
の
右
に
「
得」
の
字
を
書
き
付
け
て 、
そ
の
下
に「
衣」

の
草
体
を
書
き
涼
へ
て
居
る 。
「
逮」
の
字
は 、
「
得」
の
意
味
で
あ
っ
て 、

ア
行
の
エ
に
読
む
と
酋
ふ
わ
け
で
あ
る 。
し
か
し 、「
速
l

の
字
は 、「
説
文」

に
「
及
也」
と
説
き 、
以
後
の
辞
嘗
も
す
べ
て
オ
ヨ
プ・
オ
ヨ
ポ
ス
と
読
ん

で
ゐ
る
文
字
で
あ
る 。
そ
れ
で
は 、
大
智
度
論
の
古
点
で
「
得」
の
意
味
に

と
っ
て 、
ウ
と
読
ん
だ
の
は
間
違
ひ
か
と
言
へ
ば 、
観
智
院
本
「
類
衆
名
義

抄
j

以
下
の
古
辞
書
に
も
ウ
の
訓
を
伝へ
て
ゐ
る 。
ど
う
し
て
オ
ヨ
プ
か
ら

ウ
が
出
て
く
る
の
で
あ
ら
う 。
「
逮」
は 、
今
日 、
「
逮
捕」
の
熟
語
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い 。
「
と
ら
へ
る」
意
味
か
ら
「
得 ゥ」
が
出
て
く
る
の

で
あ
ら
う
か 。

（
本
稿
は 、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
二
日 、
京
都
大
学
で
開
催
さ
れ
た 、

第一
0
四
回
訓
点
語
学
会
春
季
大
会
で
口
述
し
た
原
稿
に
加
鰍
し
た
も
の
で

あ
る 。）

し。

（
お
お
っ
ぽ
へ
い
じ

岡
山
大
学
名
誉
教
授）

（
平
成
二
十
三
年一
月
1

十
二
月）

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
I

〈
単
行
本〉

「
波
路
遥
か」
平
岡
敏
夫
著
作
目
録・
参
考
文
献
目
録・
年
譜
（
鈴
木一
正

青
鷺
舎）

〈
報
告
書〉

武
邸
川
女
子
大
学

言
語
文
化
研
究
所
年
報
（
武
廊
川
女
子
大
学）
ー
ニ

駕
杢
研
究
報
告
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
＝
ニ

〈
雑
誌〉

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
（
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
教
育
専

愛
知
県
立
大
学

説
林
（
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会）
五
九

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
（
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会）
三
四

愛
知
大
學

國
文
学
學
（
愛
知
大
學
國
文
學
會）
五
十

青
山
語
文
（
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会）
四一

設
（
山
崎
勝
昭〉
二
三 、
二
四

旭
川
国
文
（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

併
号 、
l

-

―

―

-

跡
見
学
園
女
子
大
学

人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
跡
見
学
固
女
子
大
学
文
学
部

人
文
学
科）
九

歌
子
（
実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科）
一
九

宇
大
国
語
論
究
（
宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会）
ニ
ニ

湖
の
本
（
秦

恒
平)
1
0
六
一
0
七
l

o
八 ‘
1
0
九

愛
媛
国
文
研
究
（
愛
媛
国
語
国
文
学
会・
愛
媛
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国

語
部
会）
六
十 、
六一

愛
媛
国
文
と
教
育
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会）
四
三

攻）
一
九

国
語
国
文
学
会）
ニー
・

ニ
ニ
合
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